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資料４
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本年度の主な取組項目について（みどり企画課）
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①「おおさか生物多様性フォーラム
～全てのいのちの共生を目指して～」の開催

（取組項目1-1-2関係）

②「おおさか生物多様性応援宣言」（仮称）制度の開始
（取組項目2-1-2関係）

③「大阪府外来生物アラートリスト」（仮称）の作成
（取組項目2-3-2関係）

④「大阪府生物多様性データバンク」（仮称）の設置に向けた検討
（取組項目3-1-1関係）



①「おおさか生物多様性フォーラム」の開催について
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 名称：「おおさか生物多様性フォーラム～全てのいのちの共生を目指して～」

 日時：2022年７月17日（日）13：30～15：30

 場所：大阪市立自然史博物館 講堂

 目的：地域戦略の策定や重点取組等について、生物多様性に関心の高い府民・事業者・団体

等に対し情報発信を行い、今後の取組推進のキックオフとする

 内容：開催方式：現地参加（100人）＋オンライン参加（500人上限）

プログラム

基調講演 生物多様性に関する世界と日本の動き （石井 実 大阪府立大学名誉教授）

講演① 大阪府生物多様性地域戦略の策定にあたって （花田部会長）

講演② 大阪府生物多様性地域戦略について （みどり企画課）

パネルディス

カッション

地域戦略の取組と今後について

（石井名誉教授、花田部会長、佐久間委員、佐々木委員、平松生物多様性センター長）



②「おおさか生物多様性応援宣言」（仮称）について
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 目 的：生物多様性の保全に積極的に取り組む企業・団体を「おおさか生物多様性応援

宣言企業・団体」として登録し各取組をPRすることにより、取組を促進する

 対 象：・ 大阪府内で事業活動を行っている企業（本社、支店、事業所、工場は問わず）

・ 大阪府内で活動している団体（NPO、公益法人等）

 特 徴：・ 大阪府ＨＰ等を通じて、取組をＰＲできる

・ 宣言制度のロゴマークを作成し、企業や団体に活用いただく

 スケジュール：今年度内の運用開始予定

 形 式：大阪府HPで申請様式を案内、電子提出、登録手数料なし

スライド5参照
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②「おおさか生物多様性応援宣言」（仮称）について

企業に登録いただく取組（案）

生物多様性に配慮した原材料の調達

生物多様性に配慮した商品等の提供

敷地内の緑化やビオトープ整備

生物多様性に関する社内研修の実施

地域の自然環境や生き物の保全の実施

地域の食材や木材の積極的な利用 等

団体に登録いただく取組（案）

生き物の生息・生育環境の保全

生物多様性の普及啓発

特定外来生物の駆除や普及啓発

自然環境や生き物の調査研究

自然体験プログラムの提供

生物多様性保全に資する人材育成 等



③「大阪府外来生物アラートリスト」（仮称）について
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 掲載項目：・ 大阪府内で確認されている特定外来生物３２種

・ 今後、特定外来生物への追加が見込まれる２種(ミシシッピアカミミガメ、アメリカザリガニ)

 形 式：大阪府ホームページで公開（リーフレット形式）

・ 各特定外来生物が影響を与える対象別に、影響の大きさを示す

（例）クビアカツヤカミキリ 生態系被害 ★ ★ ★
農林水産業被害 ★ ★ ★
人的被害 ＿ ＿ ＿

 スケジュール：今年度内の運用開始予定

・ 写真、特徴（形態、生息環境等）、現在の対策状況を掲載

 目 的：大阪府内で確認されている特定外来生物について、生態系等への影響の大きさや

分布状況を示し、多様な主体と連携した効果的な防除に繋げる

 対 象：特定外来生物の防除に取り組む府民、市町村等



④「大阪府生物多様性データバンク」（仮称）について
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 対 象：市町村、学校、自然保護団体、研究機関等

 形 式：大阪府ホームページで公開

※ホームページでは、収集データの一覧（タイトル、対象の野生動植物種及びデータ形式）

を紹介し、詳細なデータ提供は個別対応を想定

 特 徴：市町村地域戦略策定、学校教育、自然観察会、

レッドリスト、学術研究等への活用を想定

 スケジュール：来年度内の運用開始予定

 目 的：市町村、研究機関等から収集した野生動植物のデータ、資料等を蓄積し、

市町村等へのデータ提供など、活用支援を行う


